


 

団 体 概 要 調 書 

フリガナ イコイノイエ ハナブサ 

団体名 
いこいの家 英（はなぶさ） 

団体の目的 

障害が有っても高齢になっても、誰もが住み慣れた地域で豊かに暮

らし続ける街づくりを目指し、地域福祉拠点となる事を目的とす

る。 

市内事務所の 

所在地 

〒594-１１１８ 

和泉市万町２０２０ 

【専用事務所 ・ 住居と兼用 ・ その他（いこいの場所） 

電 話 0725（34）0852 F A X 0725（34）0852 

フリガナ アシダ ミツオ 

代表者氏名 芦田 三雄 

連絡先 
※この申請について

問い合わせをしたと

きに対応できる方 

（連絡責任者氏名）※ 
 
アシダ ミツオ 

電 話 090（9707）1070 

芦田 三雄 F A X （  ） 

（住所）上記事務所以外に資料送付を希望する場合はご記入ください。 

設 立 年 月 2022 年  9 月 主な活動地域 和泉中央駅隣接地域 

会報等の発行 ○有 （ 月 1 回発行）・ 無 会員数 26 人   

メールアドレス  mickey.ashida1948＠gmail.com 

ホームページ http:// 

主な事業内容 

⑴ 喫茶部門 ⑵高齢者、障がい者、地域の方々との交流の場 

⑶ 障がい者施設との連携 ⑷ お困り事 110 番（お出かけ支 

⑸ 各種講座の開催 

（手話、語学、読書会、音楽会、生活向上、運動、e スポーツなど） 

⑹ 福祉農園事業（自前農園、地元野菜等販売、加工品の販売） 

⑺ 貸室事業（多目的室や厨房など） 

主な活動の実績 

①喫茶部門（月～金 10 時から 16 時まで）の開店 

②各種講座（手話塾—毎週木曜日、お楽しみ会、健康講座、手芸講座、 

落語会など） 

③はなぶさフェスター2023 年 2 月開催 

 

国・府・市及び

各種団体等から

の他の補助金及

び委託実績 

（過去３年間の

実績を記載） 

年度 名称 金額（円） 

2022 年

度のみ 

高齢者生きがい推進事業 ２，０００，０００円 

 
 

様式第２号（第７条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 

izm101138
ハイライト表示

izm101138
ハイライト表示



 

事業計画書 

１ 事 業 名    共生社会における居場所作り事業 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ☑ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

① 事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 

 

障がい者が健常者と一緒に集い、物づくりをしたりする場が殆どない。 

障がい者、高齢者だけが集う色々な取り組み（イベント的）は行われているが、日常から

の交わりが少ない。 

また、障がい者、高齢者が若い世代の方々と交流できる場など、世の中の多様性を育む機

会が少ない。 

②事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 

  

会の目的である、障がいがあっても、高齢になっても、地域で豊かに暮らせる社会を作る為

に、共生社会の実現を目指す。 

 障がい者と地域の方々との交流の際に必要な手話や障がいの特性に合った接し方等を来場

して頂く事で無理なく理解して頂ける。特に聴覚障害の方とは、手話を学ぶことでコミュニ

ケーションが出来る様になる。 

高齢者の関心の高い健康講座や趣味の企画し誰でもが参加してもらえる様にすると同時に

若い世代の方への呼掛けを行い、高齢者の得意を若い方に、若い方の得意を高齢者に教えて

頂く講座や作業を年間 100 回ほど開催し、共生社会の実現を目指す。 

 また、市民の方々が自己実現できる場を作ることで、幅広く地域活動に参加して頂ける。 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

①問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

  

①  手話塾（聴覚障がい者が一般参加者に日常的な会話が出来るような講座）を 

週一回  年間４８回 

②  健康講座（アロマ教室、フレイル・認知症予防など）月一回   年間２４回 

③ 趣味講座（トールペイント、落語会など）     月一回   年間２４回 

④ 食育講座（パン作り・お菓子作りなど）   ３ヶ月に一回   年間 ４回 

⑤ IT 関連講座（スマホの使い方等）         随時 

⑥ 何でも相談会を地域包括センターと連携して随時行う 

⑦ みんな食堂を実現する 障がい者、高齢者、子ども達が集える場は共生社会作りの第一

歩の想いで、色々な活動を通じて協力して頂ける環境づくりをする。 

⑧ フェスタ（英の企画や地域商業施設、桃大生との共同で行う催し）を年４回開催 

  ８月（夏まつり）、９月（創業祭）、１２月（クリスマス会）、２月（はなぶさフェ

ス） 

 また、市民方々の自己実現できる場（英を利用して出来る講座や作業）を作ることで、幅

広く地域活動に参加して頂ける。 

 以上の講座を通じて、障がい者や、高齢者があまり参加出来ていなかった講座を身近なと

ころで出来る事は参加がしやすくなる。 

また、その場で健常者や若い世代のとの交流が起こり、幅広い知識やコミュニケーション

が出来る。 

 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

②実施期間（日時） 

２０２４年４月初めから２０２５年３月まで 

③実施場所 
いこいの家 英 （はなぶさ） 

④ 主な対象者 
万町住民、和泉中央駅周辺住民、各障がい者施設 

⑤参加予定者数 
延べ 講座（１００名×1２ヶ月＝１，２００名） 

イベント４回（１００名×４回＝４００名）合計１，６００名 

⑥告知方法 
チラシ、インスタグラム、HP（作成準備中） 

地方紙への投稿、市の広報 

５ 事業スケジュール 

時期（月） 内容 

毎月定例会議にて、事業の実績、事業の計画を行う。 

各講座は４月～翌３月まで毎月実施 

フェスタは年４回  ８月（夏まつり）、９月（創業祭） 

１２月（クリスマス会）、２月（はなぶさフェス） 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してくださ

い。） 

①公益性 

万町の旧村と新興住宅との橋渡しの場として活用してもらえる。 

和泉中央駅から徒歩１０分以内の所にあるので、周辺の方々も気軽に来れる

場所にある。 

障がい者施設、市、市社協、地域包括センター、CSW、ボランティアセンタ

ーなどとの連携を深めており、健康などの心配事を相談できる幅広い方々の

居場所となる。 

②継続性 

喫茶部門、講座部門、生産物の販売、貸室部門などを行うことで、一定の収

益を得る。 

『福祉事業所とのサテライト機能』や『もったいない事業』の検討で①コー

ヒー豆の袋（ドンゴロス）利用、②ガーゼの端切れ再利用などの事業化を検

討し、収益を確保する。 

② 実行性 

会員は、入会時に入会金（１万円）を払い、自分自らが働き、経営をする協

同労働方式のもと参加しているので、開所以来、定例会を毎月実施している

ことで、会員全員が経営にかかわり、実行の為の工夫を行っている。 

講座も、週企画、月企画、イベントも実施出来ている。 

④協働性 

桃山学院大学及び学生、近隣企業との協力関係が出来た。 

・大阪トヨペットと桃大生、英で、IT、昔遊びなどのイベント 

・ご近所企業との夏まつり 

・万町町会企画 (万町フェス)への協力 

⑤ 公開性 

HP 作成やインスタグラムにて講座のアップ 

チラシを万町町会、和泉中央駅周辺の住宅へ配布 

地方紙（泉北コミュニティ）への掲載、j:com へのニュース配信 

福祉関係部署への案内、宣伝 

⑥発展性 

（先駆性・ 

展開性） 

（集客性） 

市民活動推進事業に申請することで、多くの市民に活動を知ってもらう。 

共生社会の実現の手法の一つとして、みんな食堂の実現する。 

共生社会実現のモデル的居場所と意識して、分け隔てなく、色々なところと

繋がり、市内各所に同様のコミュニティの場所が出来る事を願って活動、広

報する。 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

 

収 支 予 算 書 
 

事業の名称：   共生社会における居場所作り事業                         

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 300,000 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入 360,000 講座参加費 
（300 円×10 人×10 講座×１２ヶ月） 

   

自主財源     84,000 団体会計 

   

合 計 744,000  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

報償費 360,000 定例会手話派遣者費用（6,000 円×2 名

×12 ヶ月＝144,000 円） 

各種講座講師謝礼（3,000 円×６講座×

12 ヶ月＝216,000 円） 

報償費（対象外） 144,000 会員講師 3,000 円×4 講座×12 ヶ月 

消耗品 215,000 コピー用紙、インク代（10,000 円） 

消毒関係（5,000 円） 

紙コップ、コップホルダー他、箸、ｷｯﾁﾝﾀ

ｵﾙ等（４0,000 円） 

講座・イベント参加者飲料（100 円×

1,600 人＝160,000 円） 

印刷費    10,000 チラシ（A4 サイズ 100 枚×12 ヶ月×

5 円＝6,000 円） 

A3 ポスター等 

役務費    15,000 行事保険、ボランティア保険 

   

合 計 744,000  

対象経費   600,000  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 
 
 
 
 

様式第４号（第７条・第１５条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 


